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き
び
し
さ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
構
造
①

、
消
し
方
が
問
題
に
な
っ
た
。
建
築
設

燈
す
る
と
こ
ろ
に
意
義
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
、
わ
た
く
し
は
、
こ
う
主

張
し
て
一
壕
｝
と
に
点
滅
で
き
る
よ

う
に
直
し
て
も
ら
っ
た
。

　
　
　
二

さ
て
青
年
の
家
は
施
設
設
備
が
大

体
と
と
の
っ
た
と
こ
ろ
で
、
三
月
二

十
日
か
ら
研
修
業
務
を
開
始
し
た
。

「
正
し
く
強
く
美
し
く
あ
た
た
か
く

大
き
く
」
を
研
修
標
語
と
し
、
職
員

に
も
こ
れ
を
職
務
態
度
と
す
る
よ
う

に
求
め
、
特
に
研
修
生
に
対
し
て
は

あ
た
・
か
い
態
度
で
接
す
る
こ
と
を

強
く
希
望
し
た
。
研
修
生
に
は
、
右

の
標
語
を
守
り
な
が
ら
、
楽
し
く
し

か
も
「
ぴ
り
っ
」
と
し
た
き
び
し
い
態

度
で
研
修
す
る
よ
う
に
呼
び
か
け
た

事
業
開
始
後
し
ば
ら
く
し
た
こ
ろ

研
修
に
き
た
知
人
か
ら
少
し
き
び
し

さ
が
足
り
な
い
の
で
は
な
い
か
と
言

わ
れ
た
。
そ
の
具
体
的
な
理
由
と
し

て
、
消
燈
時
刻
を
守
ら
な
い
者
が
あ

　
　
　
　
　
F

り
、
そ
れ
に
対
す
る
青
年
の
家
側
の

指
導
や
措
置
が
生
ぬ
る
い
と
言
う
の

で
あ
っ
た
。
い
っ
せ
い
に
消
燈
し
た

ら
と
他
の
青
年
の
家
の
例
を
あ
げ
て

批
判
し
て
く
れ
た
。
F

わ
た
く
し
は
、
そ
の
批
判
を
当
然

と
し
、
青
年
の
家
側
の
指
導
を
反
省

し
な
が
ら
も
、
な
お
か
つ
、
強
制
的

に
い
っ
せ
い
に
消
燈
し
て
し
ま
う
こ

と
に
は
批
判
的
で
、
そ
う
し
た
措
置

を
き
び
し
い
態
度
と
考
え
る
こ
と
に

は
懐
疑
的
だ
っ
た
．
こ
れ
は
消
燈
の

遅
れ
を
看
過
し
そ
れ
に
妥
協
す
る
と

い
う
意
味
で
は
な
く
、
自
分
自
身
の

手
で
消
燈
す
る
こ
と
を
最
後
ま
で
求

め
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
り
、
こ
の

方
が
よ
り
き
び
し
い
態
度
と
考
え
た

か
ら
で
あ
る
。
　
バ
月
刊
公
民
館
十
一

月
号
連
載
随
想
よ
り
引
用
、
県
立
赤

城
育
年
の
家
所
長
、
石
川
二
郎
）

な
い
英
書
を
た
く
さ
ん
読
ん
で
お
ら

れ
る
か
ら
。
さ
あ
、
お
は
い
り
く
だ

さ
い
」
と
、
き
げ
ん
よ
く
招
じ
入
れ

ま
し
た
。

明
治
維
新
の
さ
い
、
国
事
に
奔
走

し
た
富
岡
鉄
斉
の
こ
の
逸
話
は
、
療

養
中
に
私
の
歌
の
師
で
あ
る
人
か
ら

う
か
が
っ
た
話
で
、
深
く
感
動
し
ま

し
た
。今
日
で
は
、
年
に
二
万
冊
に
も
の

ぼ
る
書
物
が
出
ま
わ
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。
こ
の
書
物
を
全
部
読
む
こ
と

は
時
間
的
に
、
ま
た
費
用
の
面
で
も

困
難
で
す
が
、
多
く
の
書
物
に
接
し

読
書
を
心
の
糧
に
ん
て
行
巻
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
県
と
県
医
師
△
教
新
潟
日
報
社
な

財器
舞
舘
鑛
胴

八
日
新
潟
市
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
県
下
の
母
子
衛
生

関
係
の
指
導
董
寺
の
参
加
を
求
あ
、

日
常
に
お
け
苺
蚕
嚢
に
優

秀
な
成
績
を
あ
げ
た
市
町
村
や
優
良

乳
児
、
三
才
児
の
養
育
者
な
ど
を
表

県
⑳
母
子
衛
生
大
会
で
表
彰
芒
が
禦
ど
ば
す
苦
渋
の
黄
昏
ぐ
る

　
　
　
　
　
　
深
雪

誰も居ぬ

柿
が
夕
陽
を
ほ
し
い
ま
ま

落
葉
焚
く
胸
に
余
燐
を
く
す
ぶ
ら
せ

　
　
　
　
　
　
涼
子

こ
が
ら
し
ふ
く
黒
が
蘇
生
の
野
の
鴉
．

み
ぞ
る
る
や
心
の
翼
ひ
し
と
閉
ず

　
短
歌

　
　
　
　
　
阿
部
清
枝

解
体
の
音
は
遠
く
に
こ
だ
ま
し
て

　
百
有
余
年
の
家
く
ず
れ
ゆ
く

話
す
こ
と
も
な
れ
ど
娘
等
と
休
日
を

　
共
に
居
た
れ
ば
我
れ
満
ち
た
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
美
沙
緒

丹
精
に
報
い
る
如
く
菊
の
花

匂
い
居
る
道
に
花
嫁
の
行
く

紅
葉
の
細
歪
遙
を
心
よ
く

淡
き
陽
浴
び
て
吾
子
と
歩
め
り

饗
く
て
リ
ズ
ム
に
乗
れ
ぬ
享
の

　
笛
日
重
ね
き
て
吹
く
音
色
よ
く

　
　
　
　
　
　
山
崎
了

夕
や
け
が
渇
き
し
音
を
足
も
と
に

　
投
げ
落
し
た
る
赤
き
柿
の
葉

凧
に
木
葉
の
舞
う
雨
空
に

　
ポ
プ
ラ
の
梢
え
痛
く
嚢
川

新
郎
井
ノ
川
政
一
郎
。
三
）
如
来
寺

新
婦
富
井
ユ
キ
子
（
二
一
）
十
口
町
市

◎
昇
天氏
名
　
年
令
　
部
落

．
上
原
松
太
郎
（
六
三
）
　
　
通
り
山

吉
楽
シ
ゲ
ノ
（
八
三
〉
　
　
上
。
山

小
柳
新
太
郎
ズ
七
八
）
　
　
田
沢

中
田
長
一
ノ
（
七
〇
）
　
　
芋
沢

滝
沢
己
之
松
（
五
四
）
　
　
田
代

村
山
義
介
　
（
六
四
）
　
　
宮
中

小
林
一
則
　
（
六
四
）
　
　
上
…

モ
彰
し
、
母
子
衛
生
運
動
の
推
進
を
は

か
ろ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
■

な
お
、
優
良
養
育
者
は
つ
ぎ
の
方

々
で
す
。

○
優
良
乳
児
養
育
者

　
上
原
ア
キ
　
　
（
通
り
山
）

○
優
良
三
才
児
養
育
者

　
阿
部
紀
子
　
　
（
高
道
山
）

X
●
垂
●
●
ー
▲
季
り

　
中
里
文
芸

　
　
十
一
月
投
稿

俳
句

　
　
　
　
　
　
大
泉

薄
れ
ゆ
く
記
憶
を
炎
や
す
落
葉
の
芯

陽
を
重
ね
ま
た
陽
を
か
さ
ね
朴
落
葉

　
　
　
　
　
　
露
丘

し
ぐ
る
る
や
弔
花
を
走
る
紅
し
ず
く

勧
行
の
尼
僧
を
仔
た
す
菊
花
展

　
　
　
　
　
　
梢
陽

空
稲
架
の
実
家
の
土
産
ど
っ
し
り
と

稲
架
ぷ
す
ま
吾
が
領
分
の
子
が
帰
る

　
　
　
　
　
　
お
の
え

金
の
糞
が
降
る
と
写
生
の
娘
の
独
語

　
　
　
　
去
る
士
二
日
、
県

　
　
　
教
委
は
東
頸
城
郡
松

技
　
之
山
町
立
宰
校
で

演
　
睾
檬
育
主
任
を

自
中
育
の
正
課
最
り
入

ボ
沢
れ
る
た
め
で
ま
だ

ド
田
県
下
の
宰
校
で
ハ

　
　
　
ン
ド
ボ
ー
ル
を
学
習

ン　　
　
し
て
い
る
学
校
は
数

￥ノ
　
　
　
す
く
な
い
。
し
か
し

田
沢
中
学
校
で
は
、
す
で
に
小
林
先
生

は
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
を
教
科
の
中
で
教

え
て
お
り
、
十
三
日
の
講
習
会
に
生

徒
二
十
名
を
引
率
し
て
、
ハ
ン
ド
ボ

ー
ル
の
模
範
演
技
を
披
露
し
ま
し
た

人
生
往
来

審氏
・
名
　
交
の
名
　
　
部
落

、
辺
凝
子
・
　
継
政
　
　
宮
紅
卯

　
炎
一
　
訊
男
，
倉
昊

昨
年
の
秋
、
わ
が
県
立
赤
城
青
年

の
家
の
宿
泊
棟
の
建
築
が
次
第
に
進

ん
で
き
た
こ
ろ
、
室
内
の
螢
光
燈
の

備
の
計
画
に
よ
れ
ば
宿
泊
室
の
螢
光

燈
の
点
滅
は
、
宿
泊
棟
に
あ
る
リ
ー

ダ
ー
室
の
ス
イ
ッ
チ
で
、
全
燈
い
っ

せ
い
に
行
な
う
よ
う
に
な
っ
て
い
て

個
々
の
電
燈
ご
と
に
は
、
点
滅
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
と
の
こ
と
。

　
一
燈
ご
と
に
点
滅
す
る
も
の
と
ば

か
り
思
っ
て
い
た
私
に
は
、
こ
れ
は

意
外
な
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
理

由
を
聞
い
て
み
る
と
、
消
燈
が
い
つ

せ
い
に
で
き
て
よ
い
。
個
々
に
消
す

よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
「
消
燈
時
間

が
守
ら
れ
な
い
」
と
の
こ
と
で
あ
り

　
幼
な
い
頃
、
父
か
ら
読
ん
で
も
ら

っ
た
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
童
話
は
な
つ

か
し
く
夢
が
あ
り
、
美
し
い
幻
想
の

世
界
で
あ
っ
た
。
時
々
、
親
が
子
に

に
す
る
。
そ
の
家
庭
の
ほ
の
ぽ
の
と

し
た
暖
か
さ
が
肌
に
感
じ
ら
れ
る
。

　
親
子
の
断
絶
が
叫
ば
れ
て
い
る
現

在
、
人
間
形
成
に
か
く
こ
と
の
で

き
な
い
読
書
を
通
じ
て
、
親
と
子
の

心
の
交
流
を
は
か
る
こ
と
こ
そ
親
の

子
に
対
す
る
愛
情
で
は
な
い
か
と
思

他
の
県
立
青
年
の
家
に
む
そ
2
な
っ

て
い
る
所
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
　
消
燈
を
形
式
的
に
揃
え
る
こ
と
を

重
く
み
る
立
場
か
ら
は
、
あ
る
い
は

そ
の
と
お
り
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
私

は
承
知
で
き
な
か
っ
た
。

　
規
則
は
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が
そ
れ

を
守
る
よ
う
に
自
分
の
意
思
で
自
已

規
制
を
す
る
と
こ
ろ
に
意
昧
が
あ
る

の
で
あ
っ
て
、
個
々
の
意
思
や
事
情

と
無
関
係
に
有
無
を
い
わ
さ
ず
消
燈

し
て
し
ま
う
の
は
、
青
年
の
教
育
機

関
と
し
て
は
い
か
が
な
も
の
で
あ
ろ

う
か
。
多
少
は
消
燈
時
聞
が
ま
ち
ま

ち
に
な
っ
て
も
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が

消
燈
時
刻
を
意
識
し
て
、
自
分
で
消

　
　
　
　
　
山
崎
　
了

い
ま
す
。
う
る
さ
い
か
ら
と
、
テ
レ

ビ
の
前
に
追
い
や
る
親
で
あ
っ
て
欲

し
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
忙
し
け

れ
ば
忙
し
い
ほ
ど
、
僅
か
な
時
間
を

見
つ
け
、
親
手
一
緒
に
読
書
し
て
い

た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

　
幼
な
い
頃
の
い
く
つ
か
の
童
話
が

私
に
本
を
読
む
楽
し
さ
を
教
え
て
く

れ
ま
し
た
。

　
読
書
家
で
、
画
家
の
富
岡
鉄
斉
は

　
　
　
“

八
十
才
に
近
い
頃
噛
印
を
注
文
L
葦

し
た
。
そ
の
印
に
は
、
つ
ぎ
の
言
葉

読
書
と
言
葉

が
刻
ま
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

「
老
而
益
学
」
　
（
老
い
て
ま
す
ま
す

学
ぶ
）
死
ぬ
ま
で
向
学
心
を
失
わ
な

か
っ
た
鉄
斉
の
情
熱
は
、
こ
の
四
文

字
に
躍
動
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
鉄
斉
の
画
室
に
は
、

「
不
読
万
巻
書
、
不
可
入
此
室
」
　
（

万
巻
の
書
を
読
ま
ず
し
で
、
こ
の
室

に
入
る
べ
か
ら
ず
）
と
書
い
た
額
が

か
か
げ
て
あ
り
、
あ
る
日
、
ひ
と
り

の
客
が
、
そ
の
額
を
見
て
、

「
私
は
ま
だ
万
巻
の
書
を
読
ん
で
い

ま
せ
ん
か
ら
、
こ
の
室
へ
入
る
資
格

は
あ
ワ
ま
せ
ん
」
と
い
う
と
、
鉄
斉
は

「
あ
な
た
は
よ
ろ
し
い
、
私
の
読
ま

本
を
読
ん
で
や
っ
て
い
る
光
景
を
目
・

井
ノ
川
茂
勝
勝
　
一
　
如
来
寺

桑
原
和
寛
　
寛
直
　
東
田
尻

島
田
博
樒
　
康
雄
　
倉
俣

岡
村
大
介
　
泰
山
　
山
崎

服
部
正
宏
　
　
正
司
　
　
田
沢

◎
高
砂

　
新
郎
樋
口
幸
雄
（
三
九
）
干
満

　
新
婦
桑
原
キ
サ
（
三
八
）
荒
屋

　
新
郎
石
沢
正
道
（
二
六
）
荒
屋

　
新
婦
川
村
光
子
（
二
六
）
湯
沢
村

　
新
郎
商
曇
繁
雛
（
二
六
）
上
山

　
新
婦
吉
、
ッ
ル
（
二
四
V
上
山
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村
議
会
議
一
員
選
挙

　
　
　
　
　
新
議
員
十
八
名
決
ま
る

　
　
　
　
　
投
票
率
、
九
四
・
八
○
パ
ー
セ
ン
ト

　
十
一
月
十
九
日
任
期
満
了
に
と
も

な
．
フ
中
里
村
議
会
議
員
一
般
選
挙
は

去
る
十
月
三
十
一
日
村
内
十
六
ケ
所

の
投
票
所
で
、
午
前
七
時
よ
り
一
斉

に
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
ロ

新
村
議
紹
介

　
　
　
　
　
　
　
（
順
不
伺
）

　
　
　
　
　
　
、
軽
騒

翻
　
　
　
　
　
　
士
・
楽
福
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
（
四
六
）
上
－
山

灘
　
　
　
　
　
　
太
・
島
芳
信

　
　
　
　
　
　
　
（
五
一
）
山
崎

　
　
　
　
　
　
山
岸
巳
之
政

　
　
　
　
　
　
　
（
四
六
）
堀
ノ
内

灘
　
　
　
　
　
　
樋
口
省
三

　
　
　
　
　
　
　
（
五
八
）
宮
臼
中

　
　
　
　
　
　
服
部
武
男

　
　
　
　
　
　
　
（
五
五
）
小
し
原

　
町
村
合
併
し
て
中
里
村
発
足
以
来

第
五
回
目
の
改
選
で
あ
る
が
、
移
り

ゅ
く
社
会
情
勢
に
対
処
し
て
、
村
の

産
業
開
発
及
び
近
代
化
は
必
須
の
課

題
と
さ
れ
、
明
る
く
住
み
よ
い
郷
土

の
建
設
に
力
づ
よ
い
前
進
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
選
挙
は
、
二
十
四
日
の
告

　
　
　
　
　
　
調
三
舶
干
融

箇
　
　
　
　
　
　
富
井
　
　
博

　
　
　
　
　
　
　
（
吾
）
如
来
寺

　
　
　
　
　
　
岡
村
民
一
一
一

　
　
　
　
　
　
　
（
三
）
．
荒
　
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぺ

　
　
　
　
　
　
井
ノ
川
佐
平
治

　
　
　
　
　
　
　
（
天
）
如
来
寺

麟
　
　
　
　
　
　
上
村
賢
造

　
　
　
　
　
　
　
（
五
九
）
田
　
中

　
　
　
　
』
鈴
木
佐
＋
郎

纏
灘
．
（
四
七
）
下
山

　
　
　
　
‘

示
と
同
時
に
二
士
吾
あ
締
切
り
ま

で
に
、
二
十
二
人
の
立
候
補
届
出
が

あ
り
、
議
員
定
数
十
八
名
に
対
じ
四

名
の
超
過
と
あ
っ
て
、
激
し
い
選
挙

戦
が
展
開
さ
れ
、
身
近
な
選
挙
で
あ

っ
た
だ
け
に
、
投
票
率
も
△
曇
過
に
な

い
高
率
を
示
し
、
村
民
の
大
き
な
期

待
を
に
な
っ
て
、
十
八
名
の
新
議
員

　
　
　
　
　
　
　
小
林
豊
政

　
　
　
　
　
　
　
（
四
七
）
荒
　
屋

　
　
　
　
　
　
　
樋
口
孫
ゴ
一

　
　
　
　
　
　
　
（
六
四
）
小
　
原

　
　
　
　
　
　
　
樋
口
与
一
一
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
（
杢
）
朴
木
沢

　
　
　
　
　
　
　
高
橋
熊
蔵

　
　
　
　
　
　
　
（
五
八
）
倉
俣

麗
醤

　
　
　
　
　
　
　
山
田
立
早
次

　
　
　
　
　
　
　
（
五
六
）
土
　
倉

額
　
　
　
　
　
　
　
榮
僚
　
　
寛

　
　
　
　
嚇

　
　
　
　
　
　
　
（
四
一
）
田
　
代

　
　
　
　
　
艦

が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
選
挙
当
日
の
有
権
者
は
、

　
ツ
五
千
二
百
十
四
人
重
へ
二
千
四
百

八
十
一
人
、
女
、
二
千
七
百
三
十
三

人
）
投
票
者
数
四
干
兀
百
四
十
三
人

（
男
二
千
三
百
五
土
ハ
人
、
女
二
千

五
百
八
十
七
人
）
投
票
率
は
全
体
で

九
十
四
・
八
○
（
男
九
十
四
・
九
六

パ
ー
セ
ン
ト
、
女
九
十
四
・
六
六
パ

ー
セ
ン
ト
）
と
前
回
の
九
十
三
二

四
パ
ー
セ
ン
ト
を
上
廻
る
成
績
を
示

し
ま
し
た
。

　
な
お
、
選
挙
結
果
は
次
の
と
お
り

で
あ
り
ま
す
。

当
二
九
五
・
五
九
七
　
太
島
　
芳
信

〃
二
八
七
・
五
〇
三
　
吉
楽
実
太
郎

〃
二
八
三
・
四
九
六
　
吉
楽
福
、
一
郎

〃
二
七
九
　
　
　
　
井
ノ
川
佐
平
治

ゆ
一
一
七
五

”
一
一
五
四
，

〃
二
四
九
・
五
六
五

〃
二
三
〇
・
三
五
五

〃
二
二
四
・
五
〇
九

〃
二
一
一
〇

の
〃
静
一
一
七

〃
二
〇
八

〃
一
一
〇
七

〃
二
〇
六
・
四
六
八

〃
一
一
〇
山
ハ

〃
二
〇
三

〃
二
〇
一
・
四
五
六

〃
｝
一
〇
〇

次
一
九
九
・
四
〇
二

　
一
九
四

　
一
七
〇

　
一
〇
九
・
六
四
四

鈴
木
佐
＋
郎

山
田
章
次

樋
ロ
省
三

高
橋
熊
蔵

樋
口
　
弘

小
林
，
豊
収

富
井
　
博

上
村
賢
造

桑
原
　
寛

樋
口
孫
三

服
部
武
男

岡
村
民
一
一
一

樋
口
与
三
郎

山
岸
已
之
政

大
島
正
一

清
滝
寛
一
郎

中
島
迫
治

高
橋
伊
和
士
・

（
得
票
順
）

年
末
の
小
包
は
お
早
目
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
沢
郵
便
局

　
年
末
の
郵
便
局
は
、
小
包
の
ラ
ッ

シ
ュ
で
す
。
十
二
月
中
に
差
し
出
さ

れ
る
小
包
は
、
全
国
で
約
三
千
四
百

万
個
に
も
の
ぼ
り
、
平
常
の
月
に
比

ぺ
る
と
約
三
倍
に
な
り
ま
す
。
こ
の

た
く
さ
ん
の
小
包
を
、
よ
り
早
ぐ
正

確
に
お
届
け
た
る
た
め
に
、
次
の
点

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
十
二
月
十
五
日
ま
で
に

　
小
包
は
な
る
べ
く
十
二
月
十
五
日

ご
ろ
ま
で
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。
十

二
月
十
五
日
を
過
ぎ
ま
す
と
、
年
賀

郵
便
と
か
さ
な
り
、
郵
便
物
が
激
増

す
る
た
め
年
内
配
達
が
む
ず
か
し
く

な
り
ま
す
。

○
郵
使
番
号
は
必
ず
書
い
て

　
あ
て
な
に
も
A
差
し
出
し
人
の
住

所
に
も
必
ず
郵
便
番
号
を
書
き
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
住
所
や
あ
て
名
は
、

見
や
す
く
、
大
き
く
書
い
て
く
だ
さ

い
。
特
に
寮
や
、
ア
パ
ー
ト
な
ど
の

肩
書
は
、
は
っ
き
り
と
書
い
て
く
だ

さ
い
。

○
包
装
は
、
げ
ん
重
に

　
小
包
の
中
に
は
、
包
み
が
破
れ
て

あ
て
さ
き
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
り

中
身
が
と
び
だ
し
て
し
ま
っ
た
り
す

る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
特
に
年
末
に
は
、
魚
類
、
果
物
類
な

トど

が
、
た
く
　
ー
し
出
さ
れ
ま
す
が

　
お
し
ら
せ

　
凧
と
共
に
冬
将
軍
が
駆
足
で
や
っ

て
き
ま
す
。
や
や
も
す
る
と
家
の
中

に
こ
も
り
が
ち
に
な
る
お
母
さ
ん
方

手
足
を
思
い
っ
き
り
伸
し
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
を
し
て
、
健
康
増
進
を
は
か
り

ま
し
ょ
・
つ
。

　
十
二
月
の
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の

練
習
日
は
、
二
日
と
土
ハ
日
で
す
。

◎
中
暑
鑑
畢
間
題
研
究
集
会

　
来
る
十
二
月
四
日
五
日
、
津
南
町

鹿
渡
館
に
お
い
て
、
中
里
村
青
年
間

題
研
究
集
会
が
開
か
れ
ま
す
。
こ
れ
は

中
里
村
青
年
会
主
催
で
青
年
会
の

組
織
部
門
、
社
会
部
門
、
ス
ポ
：
ツ

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
部
門
に
分
れ
話

し
あ
い
が
さ
れ
る
予
定
で
す
。
講
師

は
未
定
で
す
が
、
参
加
者
に
は
一
人

千
円
の
補
助
が
あ
り
ま
す
。
仲
間
を

さ
そ
い
あ
っ
て
参
加
す
る
よ
う
、
青

年
会
事
務
局
で
は
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。

◎
十
一
月
二
十
四
日
に
献
血
を
！

　
来
る
十
一
月
二
十
四
日
、
中
里
村

公
民
館
に
お
い
て
、
今
年
最
後
の
献

血
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
の
で
、
健
康

な
時
に
献
血
し
「
他
人
を
助
け
、
自

分
が
病
気
の
時
に
は
皆
さ
ん
の
献
血

で
助
げ
て
戴
く
　
　
　
」
こ
の
献
血

の
精
神
を
理
解
し
て
、
み
な
さ
ん
そ

ろ
っ
て
献
血
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

ナ
マ
物
や
水
分
を
含
ん
だ
も
の
は
、
ビ

ニ
ー
ル
な
ど
の
袋
に
入
れ
、
紙
や
布
な

ど
で
、
二
重
三
重
に
包
ん
で
急
こ
さ
い
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青
色
申
告
の
す
す
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
日
町
税
務
署

　
所
得
税
は
、
所
得
や
税
額
を
自
分

で
針
算
し
て
申
告
し
納
税
す
る
、
申
告

納
税
制
度
を
た
て
ま
え
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
申
告
納
税
制
度
が
円
滑
に
行

な
わ
れ
る
た
め
に
は
、
所
得
や
税
額

を
正
し
く
計
算
で
き
る
人
が
一
人
で

も
多
く
な
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
毎
日
の
取
引
を
帳
簿
に
つ

　
　
　
中
里
村
総
合
竣
工
式

　
　
　
　
　
　
新
装
の
田
沢
中
ス
テ
ー
ジ
で

　
去
る
文
化
の
日
の
三
日
、
四
十
四
　
の
村
営
公
共
事
業
の
総
合
竣
工
式
が

年
か
ら
四
十
六
年
ま
で
の
三
ケ
年
間
　
新
装
に
な
っ
た
田
沢
中
字
校
ス
テ
ー
ジ

け
記
帳
す
る
こ
と
に
よ
り
経
営
の
内

容
や
資
金
の
状
況
な
ど
が
よ
く
わ
か

り
、
経
営
の
合
理
化
に
も
役
立
つ
青

色
申
告
制
度
が
あ
り
、
青
色
申
告
者

の
数
は
次
第
に
ふ
え
て
き
ま
し
た
が

ま
だ
青
色
申
告
を
し
て
い
な
い
人
も

い
ま
す
。
そ
こ
で
一
人
で
も
多
く
の

人
に
青
色
甲
舌
を
し
て
い
た
だ
く
た
め

青
色
田
告
の
特
典
な
ど
を
説
明
し
ま
す

で
、
関
係
者
百
八
十
名
が
参
集
盛
況

の
う
ち
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

（
写
真
上
は
、
村
長
さ
ん
の
挨
拶
、

中
は
、
高
鳥
代
議
士
の
祝
辞
、
下
は

万
才
三
唱
）

◎
青
色
申
皆
の
特
典

L
青
色
専
従
者
給
与

青
色
申
告
者
と
生
計
を
と
も
に
し

て
い
る
家
族
で
、
も
っ
ぱ
ら
事
業
に

従
事
し
て
い
る
人
に
支
払
っ
た
給
与

は
必
要
経
費
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
必
要
縫
費
に
な
る
給
与
の
額

は
、
そ
の
労
務
の
対
価
と
し
て
ふ
さ
わ

し
い
額
で
あ
弁
じ
め
税
務
署
に
届
け

出
た
金
額
の
範
閉
丙
と
さ
れ
て
い
ま
す

2。

貸
倒
引
当
金

売
掛
金
や
貸
付
金
な
ど
の
貸
倒
れ

に
ょ
る
損
失
に
備
え
て
、
年
末
の
売

掛
金
や
貸
付
金
の
合
計
額
の
五
、
五

％
ま
で
の
金
額
を
貸
倒
引
当
金
勘
定

に
繰
り
入
れ
た
場
合
に
は
、
繰
入
額

は
必
要
経
費
に
な
り
ま
す
。

3・

価
格
変
動
準
備
金

　
商
品
や
製
品
な
ど
の
値
下
が
り
に

よ
る
損
失
に
備
え
て
、
年
末
た
な
卸

高
の
四
％
ま
で
の
金
額
を
価
格
変
動

準
備
金
と
し
て
積
み
立
て
た
場
合
に

は
、
積
立
額
は
必
要
縫
費
に
な
り
ま
す

4・

青
色
事
業
主
特
別
経
費
準
備
金

　
事
業
所
得
者
が
事
業
の
廃
止
、
引

退
な
ど
に
備
え
て
事
業
所
得
の
五
％

　
（
最
高
十
万
円
）
以
下
の
金
額
を
青

色
事
業
主
特
別
経
費
準
備
金
と
し
て

積
み
立
て
た
場
合
に
は
、
積
立
額
が

必
要
経
費
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
準
備
金
は
、
今
年
あ
た
ら
し

く
設
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
事
業
所
得

者
が
六
十
五
才
に
達
す
る
ま
で
の
間

毎
年
累
積
し
て
積
み
立
て
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
な
お
、
こ
の
ほ
か
特
典

が
あ
り
ま
す
が
、
一
般
の
人
に
関
係

が
深
い
も
の
を
あ
げ
て
み
ま
し
た

◎
　
青
色
申
告
の
手
続
き

　
青
色
申
告
を
し
ょ
う
と
す
る
人
は

事
業
所
得
、
不
動
産
所
得
、
山
林
所

　
　
公
共
施
設
充
実

　
　
　
の
使
用
を
果
す

　
　
　
　
簡
易
保
険

　
郵
便
局
の
簡
易
保
険
で
は
九
月
一

日
か
ら
、
新
し
く
学
資
の
準
備
に
役

立
つ
「
学
資
保
険
」
と
老
後
の
た
の

し
み
と
し
て
、
お
祝
金
つ
き
「
長
生

き
保
険
」
を
は
じ
め
ま
し
た
。

◇
学
資
保
険

得
に
つ
い
て
、
そ
の
年
の
三
月
十
五
日

（そ

の
年
の
二
月
土
ハ
日
以
後
に
事
業

を
始
め
た
人
は
、
そ
の
日
か
ら
一
ケ
月

以
内
）
ま
で
に
「
青
色
申
告
承
認
由
請

書
」
を
税
務
署
に
提
出
し
て
ぐ
だ
さ
い

※
　
記
帳
な
ど
の
相
談

　
青
色
由
土
口
と
し
て
帳
薄
を
つ
け
る

こ
と
が
必
要
で
す
が
、
帳
簿
の
つ
け
か

た
や
決
算
の
し
か
た
な
ど
に
つ
い
て
は

い
つ
で
も
相
談
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
商
工
会
議
所
、
商
工
会
、

青
色
申
告
会
、
税
理
士
会
な
ど
も
、

帳
簿
の
つ
け
か
た
な
ど
を
指
導
し
て

い
ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
自
動
車
重
量
税

　
　
　
十
二
月
一
日
か
ら
施
行

　
経
済
の
急
速
な
発
展
に
伴
い
、
自

動
車
の
台
数
も
近
年
急
激
に
増
加
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
結
果
、
道
路
混

雑
や
交
通
事
故
な
ど
が
大
き
な
社
会

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
道
路
な
ど
の
社
会
資
本
を

充
実
す
る
た
め
の
財
源
と
し
て
、
自

動
車
重
量
税
が
創
設
さ
れ
、
昭
和
四

十
六
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
進
学
年
令
に
合
わ
せ
て
満
期
に
な

る
よ
う
に
し
て
あ
り
、
十
五
才
満
期
と

十
八
才
満
期
の
二
種
類
が
あ
り
ま
す

◇
特
別
終
身
保
険

　
加
入
は
、
五
十
才
か
ら
六
十
才
で

払
込
期
間
は
十
年
で
す
。

加
入
後
十
年
目
と
二
十
年
目
に
、
お

祝
金
が
も
ら
え
ま
す
。

　
傷
害
特
約
も
つ
い
て
い
ま
す
。
詳

細
は
郵
便
局
へ
。
　
（
電
、
七
〇
番
）

※
　
ど
ん
な
自
動
車
に
か
か
る
か

　
自
動
車
重
量
税
は
、
道
路
運
送
車

輔
法
の
規
定
に
よ
り
自
動
車
検
査
を

受
け
る
自
動
車
お
よ
び
使
用
の
届
出

に
よ
り
車
輌
番
号
の
指
定
を
受
け
る

軽
自
動
車
に
対
し
て
、
そ
の
重
量
に

応
じ
て
税
金
が
か
か
り
ま
す
。
た
だ

し
、
大
型
特
殊
自
動
車
は
無
条
件
で

非
課
税
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
自
動
車
検
査
や
届
出
の
制

度
が
な
い
原
動
機
付
自
転
車
や
小
型

特
殊
自
動
車
は
自
動
車
重
量
税
の
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。

※
誰
が
ど
の
よ
う
に
し
て
納
め
る
か

　
納
税
義
務
者
は
そ
の
自
動
車
の
使

用
者
で
す
。
陸
運
事
務
所
で
検
査
を

受
け
る
と
き
、
ま
た
、
使
用
の
屈
出
を

受
け
る
と
き
に
、
税
額
に
相
当
す
る
額

の
自
動
璽
重
量
税
印
紙
を
納
付
書
に
陸

運
事
務
所
（
自
動
車
検
査
場
）
の
窓
口

に
提
出
し
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
　
こ
の
印
紙
は
自
動
車
重
量
税
専
用

の
も
の
を
使
用
す
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
自
動
車
検
査
登
録
印
紙
売
り

さ
ば
き
所
や
一
部
の
郵
便
局
で
販
売

し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
汲
取
り
は

　
　
　
　
早
く

　
秋
の
便
所
の
汲
取
り
は
例
年
雪
降

り
ま
ぎ
わ
に
集
中
し
ま
す
。
今
年
は

特
に
雪
が
早
い
と
云
わ
れ
て
お
り
ま

す
か
ら
、
早
め
に
汲
取
り
を
済
ま
せ

る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

　
中
里
村
全
域
は
、
津
南
清
掃
社
で

す
。
電
話
（
津
南
）
五
－
二
三
六
五

児
童
手
当
認
【

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
十
七
年

～
請
求
手
続
き
を
早
め
に

月

日
よ
り
支
給
に
な
り
ま
す
。

中
里
村
役
場
社
会
課

昭和46年”月15日とさかな（蟹埜灘易鶉）
3）第184号

村
内
卓
球
、
排
球

　
　
　
　
　
　
　
籠
球
、
剣
道
天
会

　
　
　
1
1
月
2
8
日
、
田
沢
小
、
中
学
校
で

　
来
る
十
一
月
二
十
八
日
、
田
沢
小

中
学
校
体
育
館
に
お
い
て
、
村
民
卓

球
、
排
球
、
籠
球
、
剣
道
大
会
が
、

体
育
協
会
、
公
民
館
共
催
で
お
こ
な

わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
ょ

っ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
は
か
り

村
民
の
健
康
増
進
と
親
睦
を
深
め
る

と
い
う
趣
旨
の
も
と
に
行
な
わ
れ
る

も
の
で
す
。
卓
球
の
部
に
つ
い
て
は

団
体
戦
、
個
人
戦
と
も
に
、
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
方
式
、
排
球
の
部
は
、
九

人
制
で
一
チ
ー
ム
男
女
混
合
と
し
男

子
五
名
以
内
、
女
子
四
名
以
上
と
し

正
員
九
名
、
補
員
三
名
、
監
督
一
名

と
す
る
。
籠
球
の
部
は
、
高
校
生
、

中
里
村
青
少
年
健
全
育
成

　
総
合
対
策
実
践
発
表
会
開
か
れ
る

　
　
50
名
の
村
内
外
の
関
係
者
が
参
加

　
　
4

　
県
の
指
定
村
と
し
て
は
、
北
蒲
原

郡
黒
川
村
に
つ
ぎ
二
番
目
の
発
表
会

で
あ
っ
た
が
、
広
く
県
内
各
地
よ
り

日
頃
か
ら
青
少
年
の
育
成
に
熱
意
を

持
っ
て
取
組
ん
で
い
る
百
五
十
名
ほ

ど
の
参
加
者
を
含
め
村
内
か
ら
も
関

係
者
多
数
の
参
加
を
得
て
盛
大
に
開

か
れ
ま
し
た
。
早
朝
か
ら
の
実
例
活

動
で
は
、
田
沢
小
学
校
を
中
心
会
場

と
し
て
、
総
合
対
策
の
発
表
会
ら
し

く
、
赤
ち
ゃ
ん
の
育
児
相
談
活
動
、

小
学
生
の
学
級
会
活
動
、
J
R
C
交

歓
会
、
中
学
生
の
進
路
、
生
活
指
導

の
授
業
、
小
、
中
、
高
校
生
の
柔
剣

道
、
子
ど
も
会
、
青
年
の
コ
ー
ラ
ス

お
か
あ
さ
ん
方
の
栄
養
教
室
、
詩
吟

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
日
頃

の
実
践
が
発
表
さ
れ
た
。

　
田
沢
中
学
校
の
真
新
し
い
ス
テ
；

．
ジ
で
の
開
会
式
で
は
、
藤
田
村
長
さ

ん
か
ら
二
年
間
に
亘
る
総
会
対
策
に

対
す
る
村
当
局
の
熱
意
あ
る
取
組
み

を
中
心
に
、
こ
の
発
表
会
を
機
会
に

中
里
村
の
青
少
年
総
合
対
策
を
一
段

と
強
力
に
推
進
し
た
い
と
い
う
趣
旨

の
ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
全
体
発
表
で
は
、
行
政
施
策
に
つ

い
て
、
当
村
社
会
教
育
主
事
、
樋
口

信
治
さ
ん
か
ら
、
行
政
施
策
全
般
に

亘
っ
て
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

青
少
年
の
健
全
育
成
は
青
少
年
が

明
日
の
時
代
を
築
く
に
ふ
さ
わ
し
い

英
知
と
活
力
を
培
い
、
豊
か
な
心
情

を
養
い
、
国
家
社
会
の
発
展
の
た
め

に
一
翼
を
担
う
に
至
る
こ
と
を
願
っ

て
行
な
わ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
行

政
と
し
て
も
積
極
的
に
環
境
整
備

行
い
、
学
習
活
動
や
訓
練
活
動
を
推

進
援
助
し
、
適
切
な
指
導
助
言
を
行

響
な
う
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
さ
ら
に

史子生を

含
め
一
チ
ー
ム
正
員
五
名

補
員
四
名
以
内
と
す
る
。
試
合
は
、

排
球
、
籠
球
と
も
に
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

方
式
と
す
る
。

　
剣
道
の
部
に
つ
い
て
は
、
紅
白
試

合
と
個
人
戦
（
小
学
生
、
中
学
王
、

一
般
）
と
す
る
。

　
な
お
、
表
彰
は
、
各
種
目
三
位
ま

で
表
彰
し
、
参
加
資
格
は
中
里
村
に

居
住
す
る
も
の
、
又
は
、
中
里
村
内

に
通
勤
す
る
も
の
と
す
る
。

村
ぐ
る
み
の
運
動
と
し
て
毎
年
続
け

て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　
学
校
に
お
け
る
実
践
に
つ
い
て

は
田
沢
中
学
校
の
南
雲
先
生
が
青

少
年
対
策
の
現
代
的
課
題
、
実
践

の
歩
み
、
今
後
の
展
望
な
ど
を
中
心

に
、
村
内
小
、
中
学
校
が
情
熱
の
焦

点
の
育
成
を
め
ざ
し
て
取
組
ん
で
釆

た
こ
と
に
つ
い
て
発
表
が
あ
り
ま
し
た

　
学
校
に
お
け
る
情
熱
の
焦
点
の
形

成
が
日
常
の
教
育
活
動
と
別
に
存
在

す
る
の
で
は
な
く
、
日
常
の
教
育
沽

動
が
総
合
対
策
で
あ
り
、
地
域
社
会

の
人
々
が
学
校
教
育
の
重
要
さ
に
も

っ
と
目
を
向
け
て
、
村
ぐ
る
み
、
地

域
ぐ
る
み
の
学
校
教
育
が
実
践
さ
れ

る
と
き
に
、
本
来
の
望
ま
し
い
青
少

年
の
健
全
育
成
が
で
き
る
…
…
と
い

う
発
表
で
し
た
。

　
つ
づ
い
て
分
科
会
で
は
、
①
粋
別

活
動
部
会
、
②
小
学
校
生
活
指
導
部

会
、
③
史
子
校
生
活
指
導
部
会
、
④

進
路
指
導
部
会
、
⑤
切
児
教
育
部
会

⑥
明
る
い
家
庭
づ
く
ゆ
部
会
、
⑦
地

域
子
ど
も
会
育
成
部
会
、
⑧
グ
ル
ー

プ
活
動
部
会
（
体
育
部
会
）
、
⑨
グ
ル

ー
プ
活
動
部
会
（
文
化
部
会
）
、
⑩
青

少
年
対
策
推
進
部
会
の
1
0
分
科
会
に

分
れ
て
、
県
教
育
庁
、
中
越
教
育
事

務
所
、
そ
の
他
多
数
の
指
導
者
を
迎
え

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
科
会
ご
と
に
熱

心
な
研
究
協
議
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
午
后
か
ら
の
指
導
講
評
で
は
、
県

教
育
庁
指
導
課
東
山
先
生
か
ら
、
「
村

長
さ
ん
を
先
頭
に
村
ぐ
る
み
の
立
派
な

総
合
対
策
を
実
践
さ
れ
敬
服
し
て
お

り
ま
す
。
こ
の
総
合
対
策
は
特
別
変

っ
た
こ
と
を
実
施
す
る
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
、
　
『
青
少
年
に
正
し
い
情

熱
の
焦
点
を
持
た
せ
る
』
と
い
ラ
甲

心
目
標
の
も
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
関

係
機
関
団
体
が
連
絡
調
整
を
は
か
り

な
が
ら
実
施
し
て
ゆ
く
の
で
あ
り
ま

す
が
、
中
里
村
で
は
、
行
政
も
学
校

も
あ
ら
ゆ
る
方
面
か
ら
中
心
化
を
は

か
っ
て
お
り
全
く
模
範
的
な
実
践
で

あ
り
ま
す
。
…
…
」
と
い
う
講
評
が

あ
り
ま
し
た
。

　
記
念
講
演
で
は
、
総
理
府
青
少
年

問
題
審
議
会
専
門
委
員
の
寒
河
江
善

秋
先
生
を
お
迎
え
し
て
、
「
青
少
年
に

は
り
あ
い
を
持
た
せ
る
に
は
」
と
い

う
演
題
で
世
界
的
視
野
か
ら
と
ら
え

た
、
現
代
の
青
少
年
の
現
況
を
中
心

に
し
た
講
演
で
、
我
々
お
と
な
も
新

し
い
時
代
の
新
し
い
価
値
を
見
い
だ

す
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

現
在
ア
メ
リ
カ
で
は
、
グ
リ
：
ン
、

エ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
と
い
わ
れ
る
革

命
が
静
か
に
広
が
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
若
者
の
価
値
観
の
変
化
に
よ
り
、

若
い
者
が
　
か
な
く
な
っ
て
し
ま
う

と
い
う
現
象
で
あ
る
。
こ
の
傾
向
は

世
界
的
に
広
ま
る
だ
ろ
う
。
今
、
我

々
は
何
と
か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

…
…
従
来
の
考
え
方
で
は
仕
事
は
大

事
だ
が
、
遊
び
は
大
事
な
事
と
は
思

わ
れ
て
い
な
っ
っ
た
。
し
か
し
現
代

で
は
遊
び
も
大
事
な
こ
と
な
の
だ
か

ら
、
お
と
な
も
一
緒
に
遊
ぶ
よ
う
に

心
が
け
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
自

分
の
考
え
方
を
変
え
て
行
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
…
…
、
豊
富
な
体
験

に
も
と
ず
い
た
講
演
で
し
た
。

　
朝
方
の
悪
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず

予
定
以
上
の
参
加
者
を
得
て
、
内
容

豊
か
な
総
合
対
策
実
践
発
表
会
は
盛

会
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

新
刊
図
圭
日
の
紹
介

　
こ
の
程
、
公
民
館
で
は
左
記
の
本

を
購
入
し
ま
し
た
。
少
な
い
予
算
を

よ
り
有
効
に
、
か
つ
誰
か
ら
も
読
ん

で
い
た
だ
け
る
本
を
購
入
致
し
ま
し

た
。
　
秋
で
す
〃
秋
の
長
夜
を
読
書
し
ま

し
ょ
・
つ
。

○
砂
の
階
段

　
　
　
　
著
者
佐
野
　
洋

○
　
愛
の
た
め
に
死
す

　
　
　
　
著
者
武
田
解
訳

○
キ
ノ
コ
全
科

　
　
　
　
著
者
清
水
大
典

○○○O○

赤
い
真
珠

　
　
著
者
仁
木
悦
子

見
知
ら
ぬ
橋

　
　
著
者
船
山
　
馨

銀
の
虚
城

　
　
著
者
森
村
墾

現
代
奥
さ
ま
気
質

　
　
著
者
鈴
木
健
一
一

女
の
小
箱

　
　
著
者
黒
岩
重
吾

お

い

　
公
民
館
で
は
、
毎
月
少
し
ず
つ
で

は
あ
り
ま
す
が
、
図
書
を
購
入
し
み

な
さ
ん
か
ら
利
用
し
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
が
、
汚
損
、
破
損
が
多
い

よ
う
で
す
。
て
い
ね
い
に
取
扱
っ
て

下
さ
い
。


